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日
本
を
代
表
す
る
名

峰
の
一
つ
″
剱
岳
〞

（
標
高
二
九
九
九
m
）

は
、
北
ア
ル
プ
ス
立
山

連
峰
を
象
徴
す
る
存

在
。
上
市
町
は
剱
岳
の

登
山
口
で
も
あ
り
、
剱

岳
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が

点
在
し
て
い
る
。
古
く

か
ら
山
岳
信
仰
の
対
象

で
も
あ
り
、
明
け
暮
れ

に
仰
ぎ
し
た
し
み
、
い

つ
し
か
稜
線
の
シ
ル
エ

ッ
ト
が
仏
の
横
顔
に
な

ぞ
ら
れ
る
言
い
伝
え
も

生
ま
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
日
本
に
氷
河

は
存
在
し
な
い
と
さ
れ

て
い
た
が
、
二
〇
一
二

年
に
剱
岳
の
三
ノ
窓
雪

渓
と
小
窓
雪
渓
、
立
山

の
御
前
沢
雪
渓
に
氷
河

が
存
在
す
る
と
さ
れ
、

日
本
初
の
現
存
す
る
氷

河
が
あ
る
山
と
な
っ

た
。
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高田中小企業基盤整備機構理事長（左）から
感謝状を贈呈される石澤義文全国商工会連合会長（右）。

小規模企業共済！
改正され、より利用しやすくなります

①申込金を原則として廃止します。現金を用意しなくても加入できます。
②掛金月額の減額要件を廃止します。掛金の増額・減額が自由にできるようになります。

◆その他～ 手続き関係

◆分割共済金の支給回数を増やします（年4回から６回へ）

②65歳で役員を任意退任した場合① 親族等（子又は配偶者）に事業を
　　　　　　　　　 譲渡した場合

◆共済事由の引き上げによる共済金受取り額のアップ
【主な改正ポイント】

準共済金

公的年金の支給と
組み合わせること
により安定した
収入が確保できます。

A共済金 準共済金 B共済金
２ランク引上げ、後継者へのバトン
タッチをしやすくしました。

１ランク引上げ、退職金としての魅
力をアップしました。

文化・歴史・風景
ふるさと探訪シリーズ

上市町

　

昭
和
四
十
年
に
創
設
さ
れ
た
小
規

模
企
業
共
済
制
度
が
五
十
周
年
を
迎

え
、
昨
年
十
一
月
三
十
日
に
、
東
京

の
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
に
お
い

て
感
謝
状
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

贈
呈
式
で
は
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
の
高
田
坦
史
理
事
長
か
ら
、
業

務
委
託
機
関
十
三
団
体
を
代
表
し
て

本
県
の
会
長
で
も
あ
る
、
石
澤
義
文

全
国
商
工
会
連
合
会
長
に
、
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
規
模
企
業
共
済
は
、
①
掛
金
が

全
額
所
得
控
除
と
な
り
、
②
事
業

の
廃
止
等
に
よ
り
受
け
取
る
共
済

金
も
退
職
所
得
扱
い
又
は
公
的
年

金
等
の
雑
所
得
扱
い
と
な
り
ま

す
。
ダ
ブ
ル
で
の
節
税
効
果
に
な

る
な
ど
、
小
規
模
事
業
者
に
と
っ

て
魅
力
的
な
制
度
で
あ
り
、
現

在
、
全
国
で
一
二
五
万
人
、
富
山

県
で
は
一
万
一
千
人
の
加
入
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
昨
年
八
月

に
は
法
律
改
正
が
行
わ
れ
本
年
四
月

か
ら
、
左
図
の
「
主
な
改
正
の
ポ
イ

ン
ト
」
の
と
お
り
、
親
族
に
事
業
譲

渡
し
た
場
合
や
六
十
五
歳
以
上
で
役

員
を
任
意
退
任
す
る
場
合
は
共
済
金

支
給
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
な

ど
、
よ
り
魅
力
的
な
制
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。

小
規
模
企
業
共
済
制
度
五
十
周
年
を
記
念
し

　
　
　
　
　
　
　
　

  

感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

年頭のご挨拶　
商工会年頭の挨拶
新春対談
「小規模企業振興基本法に魂を込める」
商工会議員連盟県議会議員との懇談会　
元気とやまきときとトピックス
小規模企業共済！改正　
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３次元をプロデュース

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成

二
十
八
年
の
初
春
を
県
民
の
皆
様
と
と
も
に
寿
ぎ
た
い

と
存
じ
ま
す
。

平
成
十
六
年
十
一
月
の
知
事
就
任
以
来
、
多
く
の
県

民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
支
持
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

ふ
る
さ
と
富
山
県
の
発
展
と
県
民
の
皆
様
の
幸
せ
の
た

め
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
の
変
わ
ら
ぬ
目
標
は
、
県
民
の

皆
様
一
人
ひ
と
り
が
希
望
と
誇
り
を

持
っ
て
、
輝
い
て
生
き
ら
れ
る
「
元

気
な
富
山
県
」
を
創
る
こ
と
で
す
。

こ
の
た
め
、「
活
力
」「
未
来
」「
安
心
」

を
柱
と
す
る
基
本
政
策
と
、
重
要
政

策
「
人
づ
く
り
」
の
推
進
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
三
月
十
四
日
、
半
世
紀
近
い
県
民
の
悲
願
で

あ
っ
た
北
陸
新
幹
線
が
つ
い
に
開
業
し
ま
し
た
。
新
幹

線
の
開
業
に
よ
り
、
県
内
へ
の
流
動
人
口
の
大
幅
な
増

加
が
続
く
な
ど
、そ
の
効
果
が
大
き
く
現
れ
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
開
催

し
た
第
三
十
五
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
や
、
新

幹
線
開
業
を
記
念
し
初
め
て
開
催
し
た
と
や
ま
マ
ラ
ソ

ン
二
〇
一
五
な
ど
の
大
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
裡
に
終
え
、

本
県
の
注
目
度
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十

月
に
「
と
や
ま
未
来
創
生
戦
略
」
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、「
富
山
県
経
済
・
文
化
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定

に
向
け
、
県
内
外
の
有
識
者
や
将
来
を
担
う
若
い
皆
さ

ん
に
議
論
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
県
の
強
み
を
活
か
し
た
最
先
端
も
の
づ
く

り
の
強
化
や
、
観
光
振
興
、
定
住
・
半
定
住
の
促
進
な

ど
、
産
業
経
済
や
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
本
県
を
大

き
く
飛
躍
さ
せ
る
取
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
医

療
・
福
祉
の
充
実
や
、
環
境
の
保
全
、
防
災
対
策
の
拡

充
等
が
着
実
に
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
し
っ
か
り
と
持
続
さ
せ
、
本
県

の
新
た
な
成
長
・
飛
躍
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
本
年

は
、
北
陸
新
幹
線
開
業
と
国
の
地
方
創
生

戦
略
と
い
う
二
つ
の
好
機
を
最
大
限
に
活

か
し
、「
と
や
ま
新
時
代
」に
ふ
さ
わ
し
い
、

活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
の
創
生

に
向
け
て
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。新

年
に
あ
た
り
、
県
民
の
皆
様
の
県
政

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平

成
二
十
八
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
我
が
国
経
済
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に

よ
る
回
復
基
調
か
ら
ア
ジ
ア
経
済
の
減
速
等
に
よ
り
、

景
気
が
足
踏
み
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
東
京

五
輪
開
催
ま
で
四
年
と
な
り
、
公
共

投
資
が
活
気
づ
く
こ
と
に
加
え
、
五

月
に
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

さ
れ
る
な
ど
、
昨
年
以
上
に
訪
日
観

光
客
が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
、
景
気
は
ゆ
る
や
か
な
が
ら
も
回

復
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
全
国
商
工
会
連
合
会
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
を

「
小
規
模
企
業
振
興
元
年
」
と
位
置
付
け
、
小
規
模
企

業
振
興
基
本
法
や
改
正
小
規
模
事
業
者
支
援
法
を
踏

ま
え
た
積
極
的
な
対
応
や
、
地
方
創
生
へ
の
主
体
的

対
応
を
行
う
こ
と
等
を
重
点
計
画
に
据
え
、
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
小
規
模
事
業
者
を
支
援

す
る
た
め
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
成
果

の
ひ
と
つ
と
し
て「
地
産
地
販
施
設
の
整
備
費
」や「
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
、

新
し
く
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
な
ど
の
開
発
等

に
対
す
る
取
り
組
み
を
支
援
す
る
「
ふ
る
さ
と
名
物

応
援
事
業
」
な
ど
の
新
し
い
事
業
も
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
支
援
機
関
と
し
て
よ

り
一
層
き
め
細
か
な
経
営
支
援
を
実
践
し
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
百
七
十
の
商
工
会
、

県
内
で
は
二
商
工
会
が
「
経
営
発
達
支
援
計
画
」
の

認
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
早
く
全

て
の
商
工
会
が
認
定
さ
れ
る
よ
う
、
各
都
道
府
県
商

工
会
連
合
会
と
も
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
の
資
質
向
上
や
、
支
援
サ
ー
ビ
ス
充

実
に
懸
命
に
取
組
み
、
原
材
料
、
人
件
費

高
に
苦
し
む
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
生
産
性
向
上
に
も
寄
与
し
て
い
く
所

存
で
す
。

　
あ
わ
せ
て
地
域
の
振
興
・
創
生
の
中
心

的
役
割
を
担
う
こ
と
で
「
信
頼
さ
れ
る
商

工
会
」「
頼
り
に
さ
れ
る
商
工
会
」
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
に
あ
た
り
、
商
工
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係

各
位
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
が
明
る
い
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

富山県知事
石 井 隆 一

人
が
輝
く

 「
元
気
と
や
ま
」の

       

創
造
を
目
指
し
て 

全国商工会連合会長
富山県商工会連合会長
石 澤 義 文

年
頭
に
あ
た
っ
て
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富
山
県
商
工
会
連
合
会

会　

長　

石　

澤　

義　

文

副
会
長　

田　

畑　

宏　

継

　

〃　
　

林　
　
　

説　

則

専
務
理
事　

池　

田　
　
　

進

事
務
局
長　

大　

上　

和　

雄

朝
日
町
商
工
会

会　

長　

大　

井　

裕　

久

副
会
長　

氷　

見　

良　

章

　

〃　
　

髙　

櫻　
　
　

薫

事
務
局
長　

木　

村　

幸　

夫

入
善
町
商
工
会

会　

長　

扇　

原　

紀　

昭

副
会
長　

井　

田　

俊　

博

　

〃　
　

藤　

井　
　
　

開

事
務
局
長　

本　

多　

光　

一

上
市
町
商
工
会

会　

長　

坂　

井　

穂　

悦

副
会
長　

小　

森　

武　

次

　

〃　
　

野　

崎　

晴　

文

事
務
局
長　

宮　

本　
　
　

晃

立
山
舟
橋
商
工
会

会　

長　

青　

木　
　
　

正

副
会
長　

森　

﨑　

勝　

喜

　

〃　
　

吉　

川　

毅　

一

　

〃　
　

高　

平　
　
　

伸

事
務
局
長　

森　

井　

信　

雄

富
山
市
南
商
工
会

会　

長　

梅　

本　

良　

男

副
会
長　

大　

畑　

博　

信

　

〃　
　

宮　

口　

久　

喜

　

〃　
　

田　

中　
　
　

均

事
務
局
長　

見　

角　

利　

弘

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会

会　

長　

井　

山　

泰　

樹

副
会
長　

赤　

星　

光　

信

　

〃　
　

武　

内　
　
　

清

事
務
局
長　

田　

代　

忠　

之

富
山
市
北
商
工
会

会　

長　

田　

畑　

宏　

継

副
会
長　

　

木　

保　

弘

　

〃　
　

河　

合　

幸　

弘

事
務
局
長　

海
老
江　
　
　

渉

射
水
市
商
工
会

会　

長　

串　

田　

伸　

男

副
会
長　

道　

古　

伸　

夫

　

〃　
　

若　

林　

啓　

一

事
務
局
長　

小　

林　
　
　

誠

高
岡
市
商
工
会

会　

長　

大　

井　
　
　

弘

副
会
長　

上　

田　

久　

之

　

〃　
　

酒　

井　

善　

広

専
務
理
事　

橘　
　
　

　

一

事
務
局
長　

安　

達　
　
　

俊

小
矢
部
市
商
工
会

会　

長　

林　
　
　

説　

則

副
会
長　

新　

明　

政　

夫

　

〃　
　

府　

録　

弘　

之

事
務
局
長　

坂　

本　

重　

夫

南
砺
市
商
工
会

会　

長　

花　

島　

榮　

一

副
会
長　

山　

下　

頌　

雄

　

〃　
　

川　

合　

声　

一

専
務
理
事　

一
二
三　

敦　

司

事
務
局
長　

斉　

藤　

茂　

男

庄
川
町
商
工
会

会　

長　

飯　

田　

良　

榮

副
会
長　

坂　

井　

彦　

就

　

〃　
　

武　

田　

武　

美

事
務
局
長　

沼　

田　

正　

敏

本年もよろしくお願いいたします

2016年

富
山
県
商
工
会

青
年
部
連
合
会

会　

長　

中　

瀬　

淳　

哉

副
会
長　

高　

下　

峰　

則

　

〃　
　

舛　

谷　

専　

一

　

〃　
　

山　

口　

克　

次

　

〃　
　

北　

川　

智　

之

富
山
県
商
工
会

女
性
部
連
合
会

会　

長　

徳　

永　

た
つ
子

副
会
長　

細　

川　

和　

子

　

〃　
　

大　

塚　

美
眞
子

　

〃　
　

吉　

田　

富　

香

　

〃　
　

水　

口　

芳　

美

富
山
県
商
工
同
友
会

会　

長　　
　

田　

信　

三

副
会
長　

中　

田　

克　

宣

　

〃　
　

松　

坂　
　
　

稔

　

〃　
　

野　

村　
　
　

守

あけましておめでとうございます

経営改善・事業再生に取り組む方に

経 営 力 強 化 保 証
事業再生計画実施関連保証
（ 経 営 改 善 サ ポ ー ト 保 証 ）
事 業 再 生 保 証
事 業 再 生 円 滑 化 関 連 保 証

中小企業を支える身近なパートナー中小企業を支える身近なパートナー中小企業を支える身近なパートナー

【お問合せ・お申込先】
お近くの商工会又は富山県商工会連合会

富山県火災共済協同組合
TEL076-492-1717

お気軽に
どうぞ

会員の財産を守ります。

建物・機械設備・商品等にご契約いただけます。

商工会の火災共済
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小規模企業振興基本法に魂を込める
出席者：

全国商工会連合会　中小・小規模企業成長実行本部長　増
ますやま

山　壽
としかず

一
富山県商工会連合会　会長　石澤　義文

石
澤　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
、

新
春
対
談
に
ご
出
席
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

増
山　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
小
規
模
企
業
へ
の
思
い

石
澤　

商
工
会
と
し
て
組
織
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
だ
小
規
模
企
業

振
興
基
本
法
が
成
立
し
て
一
年

半
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
　
“
法
律
は
で
き
た
。
次
は
政
策

だ
”と
い
う
こ
と
で
、産
業
政
策
、

特
に
中
小
企
業
政
策
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の
増
山
さ
ん
に
、
昨
年

八
月
に
全
国
商
工
会
連
合
会
の

中
小
・
小
規
模
企
業
成
長
実
行

本
部
長
に
就
任
い
た
だ
き
ま
し

た
。

増
山　

私
は
、
昭
和
六
十
年
四
月

通
産
省
（
現
経
済
産
業
省
）
に

入
省
し
、
中
小
企
業
、
通
商
貿

易
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
産

業
政
策
全
般
を
経
験
し
ま
し
た

が
、
一
貫
し
て
事
業
者
の
視
点

で
の
企
画
立
案
を
心
掛
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
　

私
の
父
は
、
運
輸
業
や
不
動

産
業
を
営
み
、
母
と
も
ど
も
朝

早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
働
き
続

け
て
お
り
ま
し
た
が
、
私
が
幼

い
こ
ろ
稼
業
が
破
た
ん
し
て
し

ま
い
、
家
財
の
赤
紙
封
鎖
を
体

験
し
ま
し
た
。
小
規
模
企
業
は
、

経
営
が
失
敗
す
る
と
す
べ
て
を

失
っ
て
し
ま
う
と
い
う
厳
し
さ

が
あ
り
ま
す
。

　
　

こ
の
体
験
か
ら
、「
小
規
模
企

業
の
力
に
な
り
た
い
、
日
々
真

面
目
に
事
業
経
営
に
取
り
組
み
、

地
域
を
支
え
て
い
る
小
規
模
企

業
に
政
策
の
陽
が
あ
た
る
よ
う

お
役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う
思

い
が
、私
の
人
生
の
原
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
全
国
を
巡
り
感
じ
て
い
る
こ
と

石
澤　

さ
っ
そ
く
、
全
国
各
地
の

商
工
会
を
積
極
的
に
飛
び
回
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
各

地
域
の
事
業
者
の
生
の
声
を
聞

い
て
の
“
新
年
の
抱
負
”
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

増
山　

あ
ら
た
め
て
申
す
ま
で

も
な
く
、
我
が
国
の
企
業
の

八
十
七
％
を
小
規
模
企
業
が
占

め
、
我
が
国
経
済
の
活
力
の
源

泉
で
す
が
、
小
規
模
企
業
は
こ

こ
三
年
間
で
、三
十
五
万
社
減
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　

地
方
の
中
小
・
小
規
模
企
業

を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
人

口
減
少
・
高
齢
化
、
人
手
不
足
、

資
金
難
、
後
継
者
不
足
な
ど
大

変
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
お

り
、
地
域
に
根
差
す
商
工
業
者

が
、
安
心
し
て
経
営
で
き
る
社

会
を
つ
く
り
豊
か
な
地
域
経
済

を
取
り
も
ど
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

日
本
経
済
の
礎
に
な
っ
て
い

る
小
規
模
企
業
を
元
気
に
す
る

の
が
私
に
課
せ
ら
れ
た
仕
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

培
っ
た
政
策
実
現
力
を
存
分
に

発
揮
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
地
方
創
生
の
旗
手
の
期
待
、
富
山

石
澤　

本
日
こ
の
対
談
の
た
め
富

山
に
お
越
し
頂
き
ま
し
た
が
、

富
山
の
産
業
力
の
強
み
は
、
果

敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
県
人
気

質
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
先
用
後
利
に
よ
る

越
中
売
薬
の
全
国
展
開
や
氾
濫

を
繰
り
返
す
“
あ
ば
れ
川
”
急

流
河
川
を
、
逆
転
の
発
想
で
電

源
開
発
へ
活
用
す
る
な
ど
、
進

取
の
気
性
を
も
っ
て
先
駆
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
造
し
て

き
ま
し
た
。

　
　

も
う
一
つ
は
、
勤
勉
で
粘
り

強
い
県
民
性
も
大
き
な
原
動
力

で
す
。
有
効
求
人
倍
率
、
新
規

学
卒
者
就
職
率
、
女
性
の
就
業

率
、
若
者
の
正
規
雇
用
率
な
ど

の
各
種
労
働
指
標
は
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
す
。

　
　

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る

Ｄ
Ｎ
Ａ
に
自
信
を
も
っ
て
、
力

を
合
わ
せ
て
地
域
経
済
の
蘇
生

と
安
心
安
全
な
地
域
社
会
の
維

持
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

そ
の
た
め
に
商
工
会
は
、
小

規
模
企
業
が
元
気
に
な
り
地
域

も
活
性
化
す
る
よ
う
努
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

増
山　

本
日
は
、
大
変
快
適
な
北

陸
新
幹
線
で
富
山
へ
参
り
ま
し

た
。

　
　

富
山
は
、
北
海
道
経
済
産
業

局
長
の
大
先
輩
、
現
在
の
北
海

新 春 対 談

増山壽一全国商工会連合会
中小・小規模企業成長実行本部長
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小規模企業振興基本法に魂を込める
出席者：

全国商工会連合会　中小・小規模企業成長実行本部長　増
ますやま

山　壽
としかず

一
富山県商工会連合会　会長　石澤　義文

道
知
事
高
橋
は
る
み
さ
ん
の
故

郷
で
す
が
、
就
業
人
口
の
第
二

次
産
業
比
率
が
全
国
で
最
も
高

く
、
ま
た
先
端
産
業
か
ら
伝
統

産
業
ま
で
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
存

在
し
、
多
様
性
を
持
っ
た
全
国

屈
指
の
“
も
の
づ
く
り
県
”
と

い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
陸
・
海
・
空
の
産
業

基
盤
が
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す

し
、
さ
ら
に
、
自
然
災
害
も
少

な
い
地
域
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

特
に
新
幹
線
が
開
業
し
た
富

山
駅
に
降
り
立
ち
ま
す
と
、
大

き
く
変
貌
し
、
大
変
な
賑
わ
い

を
み
せ
て
お
り
驚
き
ま
し
た
。
観

光
面
や
産
業
面
で
当
初
の
予
想

を
上
回
る
開
業
効
果
を
も
た
ら

し
た
と
の
記
事
も
目
に
し
ま
し

た
。

　
　

こ
れ
を
追
い
風
に
、
地
方
創

生
の
旗
手
と
し
て
発
展
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
地
域
だ

と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

■
儲
か
る
企
業
を
つ
く
る

石
澤　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
進
展
、

人
口
減
少
・
高
齢
化
社
会
の
到

来
な
ど
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
経
営
環
境
の
変
化
の

時
代
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

そ
ん
な
中
、
小
規
模
企
業
振

興
基
本
法
制
定
に
よ
る
象
徴
的

な
新
し
い
支
援
メ
ニ
ュ
ー
「
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」

で
は
、
事
業
者
が
経
営
計
画
を

策
定
し
事
業
を
進
め
る
に
当
た

り
、
商
工
会
が
伴
走
支
援
に
注

力
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
さ

ら
に
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法

に
魂
を
込
め
る
た
め
に
は
ど
の

よ
う
な
点
が
大
切
に
な
っ
て
い

く
か
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

増
山　

今
ほ
ど
会
長
が
指
摘
さ
れ

た
経
営
環
境
の
変
化
に
立
ち
向

か
い
、
頑
張
る
小
規
模
企
業
に

伴
走
型
支
援
を
行
い
、
応
援
し

の
ば
し
て
い
こ
う
と
政
府
は
本

腰
を
入
れ
ま
し
た
。

　
　

よ
り
き
め
細
か
い
支
援
を
実

践
し
て
い
く
に
は
、
職
員
の
資

質
向
上
や
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
が
と
て
も
重
要
な
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

維
持
の
た
め
の
小
規
模
企
業
の

果
た
す
役
割
が
大
変
大
き
い
こ

と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
事

で
す
。

　
　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
私

は
次
の
三
つ
の
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
つ
は
「
地
域
に
仕
事
を
つ
く

る
こ
と
」、
二
つ
目
に
は
「
地
域

を
支
え
る
人
を
つ
く
る
こ
と
」

で
、
こ
れ
ら
は
、
今
、
全
国
の

自
治
体
で
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
根

拠
法
で
あ
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
に
通
じ
る
も

の
で
す
。

　
　

そ
し
て
三
つ
目
に
は
、「
儲
か

る
事
業
や
企
業
を
つ
く
る
こ
と
」

で
す
。
そ
れ
は
、
創
業
を
応
援

す
る
こ
と
や
、
経
営
革
新
に
取

組
み
現
在
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
異

な
る
も
う
一
つ
の
収
益
の
柱
を

立
て
る
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と

で
す
。

　
　

い
ず
れ
に
し
て
も
小
規
模
企

業
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
捉
え
、

使
い
や
す
い
支
援
施
策
と
し
て

実
現
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

石
澤　

増
山
本
部
長
に
は
、
全
国

津
々
浦
々
の
小
規
模
企
業
の
声

を
中
央
に
届
け
て
い
た
だ
き
、

政
策
実
現
の
た
め
に
ご
活
躍
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

新 春 対 談

プロフィール
　増山　壽一（ますやま　としかず）
昭和37年８月　京都府京都市生まれ
昭和56年３月　京都　洛星高校卒業
昭和60年３月　東京大学法学部卒業
昭和60年４月　通商産業省（現経済産業省）入省

中小企業政策や通商貿易政策など
産業政策全般に取り組む。

平成24年６月　北海道経済産業局長
平成26年６月　独立行政法人　中小企業基盤整備機

構筆頭理事
平成27年８月　全国商工会連合会中小 ・ 小規模企業

成長実行本部長

石澤義文富山県商工会連合会長
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富山税務署からのお知らせ富山税務署からのお知らせ

年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！

問い合わせ先
富山税務署　TEL 432-4191
※ガイダンスに従って、番号をプッシュしてください。

富山税務署からのお知らせ富山税務署からのお知らせ
【申告書は国税庁ホームページで作成】
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただければ、画面の案内に従って金額等
を入力することにより、税額などが自動的に計算され、計算誤りのない申告書を作成することができます。
　平成 27年分の確定申告書の作成に当たっては、「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただき、作成
した確定申告書は印刷して所轄税務署に郵送等により提出してください。また、「e-Tax（電子申告）」を利
用して提出することもできます。
　詳しくは、e-Tax ホームページをご覧ください。

【復興特別所得税の記載漏れにご注意ください。】
　所得税及び復興特別所得税の確定申告書の作成に当たっては、「復興特別所得税額」欄の記載漏れのない
ようご注意ください。
※還付申告の方も含め、申告される全ての方について「復興特別所得税額」欄の記載が必要となります。

【確定申告会場のお知らせ】
　平成 27年分の確定申告会場は、富山駅前CiC５階いきいき	 KAN多目的ホールです。
　開設期間：２月８日（月）～３月15日（火）　受付時間：午前９時～午後４時

※ 土曜日、日曜日、祝日は開設しませんが、２月 21日（日）及び 2月 28日（日）に限り開設します。
※ 開設期間中、富山税務署庁舎では申告相談を行っておりません。
※ 会場施設には、無料駐車場はありません。

www.nta.go.jp 国税庁

印刷して書面でも
提出できます！ 入力・作成が

より簡単に！

給与・公的年金収入のみの方

NEW!!

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
県

民
会
館
に
お
い
て
、
商
工
会

議
員
連
盟
（
高
平
公
嗣
代
表

幹
事
）
県
議
会
議
員
等
（
十
三

名
出
席
）
と
、
全
国
連
増
山

と
し
か
ず
部
長
の
出
席
を
得

て
、
商
工
会
事
業
の
状
況
説

明
や
、
予
算
要
望
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
石
澤
会
長
よ
り
、「
北

陸
新
幹
線
開
業
効
果
が
見
ら

れ
る
も
の
の
、
地
方
の
中
小
・

小
規
模
企
業
が
、
景
気
回
復

を
実
感
で
き
る
状
況
に
至
っ

て
い
な
い
。
平
成
二
十
九
年

四
月
の
消
費
税
一
〇
％
実
施
に
よ
る
、
価
格
転
嫁
の
難
し
さ

や
、
軽
減
税
率
導
入
に
よ
る
事
務
負
担
増
な
ど
小
規
模
事
業

者
の
経
営
環
境
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
が
、
国
・

県
に
お
け
る
法
律
や
条
例
の
制
定
・
改
正
が
行
わ
れ
、
我
々

小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。」
と
挨
拶
。

続
い
て
高
平
代
表
幹
事
挨
拶
の
後
、
全
国
商
工
会
連
合
会
中

小
・
小
規
模
企
業
成
長
実
行
本
部
長
の
増
山
と
し
か
ず
氏
が
、

「
小
規
模
企
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
て
」
と
題
し
、
報
告
説

明
を
行
い
、
具
体
的
政
策
提
言
の
必
要
性
を
力
説
し
た
。
そ

の
後
、
本
会
池
田
専
務
理
事
よ
り
、
商
工
会
の
事
業
実
施
報

告
並
び
に
商
工
会
関
係
政
策
・
制
度
の
要
望
を
行
っ
た
後
、

出
席
県
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

◆
出
席
さ
れ
た
県
議
会
議
員
の
お
名
前

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

鹿
熊
正
一
、
上
田
英
俊
、
高
平
公
嗣
、
五
十
嵐
務

藤
井
裕
久
、
井
上　

学
、
永
森
直
人
、
矢
後　

肇

川
島　

国
、
筱
岡
貞
郎
、
米
原　

蕃
、
山
辺
美
嗣

武
田
慎
一

商
工
会
議
員
連
盟

県
議
会
議
員
と
の
懇
談
会
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牛岳スノーフェスタ2016 2/6（土） 富山市観光協会
山田総合行政センター

076-439-0800
076-457-2114

四季の五箇山「雪あかり」菅沼合掌集落ライトアップ 2/6（土）～7（日） 四季の五箇山実行委員会 0763-67-3300

雪に舞う　こきりこ踊り 2/6（土）・7（日）・13（土）・14（日） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

剱岳雪のフェスティバル 2/11（祝） 上市町観光協会 076-472-1515

とやまスノーピアード立山山麓「雪の祭典」2016 2/13（土）～14（日） とやまスノーピアード立山山麓
「雪の祭典」実行委員会 076-482-1311

風の盆ステージ・町なかミニツアー 2/13（土）・27（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

越中八尾冬浪漫「夢あかり」 ２/13（土）・14（日）・20（土）・
21（日）・27（土）・28（日） 越中八尾観光協会 076-454-5138

越中八尾冬浪漫「民謡セッション」・町なかミニツアー 2/20（土）～21（日） 越中八尾観光協会 076-454-5138

2016冬遊ぼう第16回入善ラーメンまつり 2/27（土）～28（日） 入善町商工会 0765-72-0163

スキー場感謝祭・スキー試乗会 2/28（日） 牛岳温泉スキーセンター 076-457-2044

じょうはなつごもり大市 2/28（日） 協同組合城端西町商店会 0763-62-0309

とやま鍋自慢大会2016 1/30（土）～31（日） とやま鍋自慢大会実行委員会 076-483-8022

お問合せ先イベント名 開催日

各地の 月イ ベ ン トイ ベ ン ト 2

「平成27年度ワーク・ライフ・バランス研修会
～仕事と介護の両立について考えてみませんか？～」の開催

とやま障害者フレンドリー企業募集中
自社のイメージアップなどのために！

　県では、障害者の雇用に積極的に取り組ん
でいる民間企業を「とやま障害者フレンド
リー企業」として認証しています。
1. 認証に必要な要件
①障害者雇用率が３％以上であること
②障害者の職場実習の受入や就労支援機関
職員等の職場見学が可能であること

２. 認証を受けると
①県のホームページで、企業名及び障害者雇
用に関する取組内容を広く紹介します。
②とやま障害者フレンドリー企業であることを
証するマークを自社のホームページやパンフ
レット、名刺等で活用することができます。

　	 　
　　　　■お問合せ先■
　　　　富山県労働雇用課

　　　　TEL 076-444-3257

　企業のワーク・ライフ・バラン
スに対する理解を深めるため、仕
事と介護の両立をテーマにした研
修会を開催します。管理職や人事
労務担当者のみなさまの多くのご
参加をお待ちしています。

【日時】　平成28年２月10日（水）
　　　　14:00～16:00
【会場】　富山県民会館701号室

【内容】　講演「仕事と介護の両立
　　　　　　 支援に向けて（仮）」
　　　　　池田　心豪　氏

（独立行政法人労働政策研
究・研修機構副主任研究員）

【定　員】　40名
　　　　　　　　　　　　　　　

■お問合せ先■
富山県労働雇用課

TEL 076-444-3257
FAX 076-444-4405

E-mail：arodokoyo@pref.toyama.lg.jp

※１月となりましたので、日程をご確認ください。

平成 28 年経済センサス
活動調査を実施します！ 

経済センサスキャラクター

総務省・経済産業省
○平成 28 年６月１日現在で、経済センサス - 活動調
査を実施します。

○経済センサス -活動調査は、「統計法」という法律に
基づいて実施する、報告義務のある基幹統計調査です。

○この調査は、全国すべての事業所・企業を対象に実
施し、従業者数などのほか、売上高や費用などの経
理項目を調査します。
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日
本
を
代
表
す
る
名

峰
の
一
つ
″
剱
岳
〞

（
標
高
二
九
九
九
m
）

は
、
北
ア
ル
プ
ス
立
山

連
峰
を
象
徴
す
る
存

在
。
上
市
町
は
剱
岳
の

登
山
口
で
も
あ
り
、
剱

岳
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が

点
在
し
て
い
る
。
古
く

か
ら
山
岳
信
仰
の
対
象

で
も
あ
り
、
明
け
暮
れ

に
仰
ぎ
し
た
し
み
、
い

つ
し
か
稜
線
の
シ
ル
エ

ッ
ト
が
仏
の
横
顔
に
な

ぞ
ら
れ
る
言
い
伝
え
も

生
ま
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
日
本
に
氷
河

は
存
在
し
な
い
と
さ
れ

て
い
た
が
、
二
〇
一
二

年
に
剱
岳
の
三
ノ
窓
雪

渓
と
小
窓
雪
渓
、
立
山

の
御
前
沢
雪
渓
に
氷
河

が
存
在
す
る
と
さ
れ
、

日
本
初
の
現
存
す
る
氷

河
が
あ
る
山
と
な
っ

た
。

発　行 ● 富山県商工会連合会 ）文義澤石／者任責（  
　　　　　 〒 930-0855 富山市赤江町 1-7
　　　  　TEL076-441-2716　FAX076-433-8031
　　　 　 URL http://www.shokoren-toyama.or.jp

発行日 ● 平成28年1月1日 （毎月１回１日発行）  
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高田中小企業基盤整備機構理事長（左）から
感謝状を贈呈される石澤義文全国商工会連合会長（右）。

小規模企業共済！
改正され、より利用しやすくなります

①申込金を原則として廃止します。現金を用意しなくても加入できます。
②掛金月額の減額要件を廃止します。掛金の増額・減額が自由にできるようになります。

◆その他～ 手続き関係

◆分割共済金の支給回数を増やします（年4回から６回へ）

②65歳で役員を任意退任した場合① 親族等（子又は配偶者）に事業を
　　　　　　　　　 譲渡した場合

◆共済事由の引き上げによる共済金受取り額のアップ
【主な改正ポイント】

準共済金

公的年金の支給と
組み合わせること
により安定した
収入が確保できます。

A共済金 準共済金 B共済金
２ランク引上げ、後継者へのバトン
タッチをしやすくしました。

１ランク引上げ、退職金としての魅
力をアップしました。

文化・歴史・風景
ふるさと探訪シリーズ

上市町

　

昭
和
四
十
年
に
創
設
さ
れ
た
小
規

模
企
業
共
済
制
度
が
五
十
周
年
を
迎

え
、
昨
年
十
一
月
三
十
日
に
、
東
京

の
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
に
お
い

て
感
謝
状
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

贈
呈
式
で
は
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
の
高
田
坦
史
理
事
長
か
ら
、
業

務
委
託
機
関
十
三
団
体
を
代
表
し
て

本
県
の
会
長
で
も
あ
る
、
石
澤
義
文

全
国
商
工
会
連
合
会
長
に
、
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
規
模
企
業
共
済
は
、
①
掛
金
が

全
額
所
得
控
除
と
な
り
、
②
事
業

の
廃
止
等
に
よ
り
受
け
取
る
共
済

金
も
退
職
所
得
扱
い
又
は
公
的
年

金
等
の
雑
所
得
扱
い
と
な
り
ま

す
。
ダ
ブ
ル
で
の
節
税
効
果
に
な

る
な
ど
、
小
規
模
事
業
者
に
と
っ

て
魅
力
的
な
制
度
で
あ
り
、
現

在
、
全
国
で
一
二
五
万
人
、
富
山

県
で
は
一
万
一
千
人
の
加
入
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
昨
年
八
月

に
は
法
律
改
正
が
行
わ
れ
本
年
四
月

か
ら
、
左
図
の
「
主
な
改
正
の
ポ
イ

ン
ト
」
の
と
お
り
、
親
族
に
事
業
譲

渡
し
た
場
合
や
六
十
五
歳
以
上
で
役

員
を
任
意
退
任
す
る
場
合
は
共
済
金

支
給
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
な

ど
、
よ
り
魅
力
的
な
制
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。

小
規
模
企
業
共
済
制
度
五
十
周
年
を
記
念
し

　
　
　
　
　
　
　
　

  

感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

年頭のご挨拶　
商工会年頭の挨拶
新春対談
「小規模企業振興基本法に魂を込める」
商工会議員連盟県議会議員との懇談会　
元気とやまきときとトピックス
小規模企業共済！改正　


